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                            I．は じ め に

　20 万分の 1 地質図幅「金沢」は，地質調査所の所内指定研究
「地質編さんの研究」に基づいて編集される 20 万分の 1 地質図
幅の一つである．編集するに当たっては，当該地域の地質を
把握するに必要な情報を現時点で可能な限り集め，それらを
解釈してわかりやすく提示するようこころがけた．地質図に
は，鉱床や温泉の分布，重力異常も示してある．これらは，
地層や岩体の分布と関連づけて鉱床や温泉の起源，あるいは
地質構造などを考える上で助けとなるはずである．
　地質の編集に当たっては，資料が少ないために，公表され
た資料のほかに，金沢大学の卒業論文，修士論文などの未公
表資料も参考にした．また，編集上問題となった点について
は若干の野外調査を実施してその解決に努めた．しかし，多
くは未解決のままである．
　本地質図幅を公刊するにあたり，編集上の問題点について
ご教示いただいた絈野義夫金沢大学名誉教授，中川登美雄博
士，柳沢幸夫博士，白山及び周辺地域の地質についてご教示
いただいた石川県白山自然保護センターの東野外志男博士，
そして，未公表資料を見せていただいた金沢大学関係者に謝
意を表する．

（鹿野和彦・原山　智・山本博文・竹内　誠・宇都浩三）

                                      2．地　　　形

　20 万分の 1 地質図幅「金沢」地域は，富山県西南部から石川
県，岐阜県の一部，そして福井県北部にまたがる．南東部は
東の飛騨山脈から続く山岳地域で，標高 1000―2000m の山稜が
飛騨山脈，木曽山脈と同様に北北東－南南西方向に連なって
いる．中でも，大日ヶ岳（山頂は南隣 20 万分の 1 地質図幅「岐
阜」地域内），白山などの火山が点在する両白山地はひときわ
高く，金沢東方の医王山を経て能登半島の付け根までのびて
いる．医王山の東側は，富山湾へと続く扇状地三角州－砺波
平野で，活断層を境に山地側が隆起しているために山地との
境界に崖錐が発達している．両白山地の西側には日本海に面
して金沢から加賀へと続く金沢平野，そして両白山地を迂回
したその南側には福井平野が分布している．金沢から鶴来に
かけての地域は山地の縁に沿って活断層が発達しており，隆
起する白山山系から発した手取川などの河川の運ぶ土砂が堆
積して広大な扇状地となっている．同様に，福井平野，とく
に両白山地側は，活断層によって境されており，九頭竜川か
ら運ばれる土砂が堆積する扇状地三角州となっている．福井
平野の西側には，丘陵が連なる丹生山地がある．その西縁は
海岸近くを通る活断層を境に山地側が隆起しているため，日
本海に面して切り立った急崖となっている．金沢平野から福
井平野にかけての海岸は砂浜と浜堤あるいは砂丘が連なり，
その背後に河北潟 , 柴山潟，北潟湖などの海跡湖が点在して
いる．河北潟，柴山潟は現在ではその大部分が埋め立てられ
ている．

（鹿野和彦）

                                    3．地　　　質

3.1　概　要

　日本列島を構成する岩石の起源と時間的空間的配置（地質
調査所，1992）は，日本列島がかつて海洋プレートが沈み込む
大陸の縁辺部にあったこと，漸新世の頃（32Ma?）に大陸から
分離し始め中期中新世（15Ma）までに現在の位置まで移動し
てきたこと，そしてそれ以降日本列島の現在の姿が形作られ
たことを示唆している（鹿野ほか，1991；日本列島の地質編集
委員会，1996）．
　20 万分の 1 地質図幅「金沢」地域には，飛騨片麻岩類や飛騨
花崗岩類など日本列島の中でもとりわけ古い岩石が山地をな
して分布しており，日本列島が大陸から分離し始めて以降に

形成された漸新世－鮮新世の岩石がこれをとりまくように，
山地から平野にかけて広く分布している．さらに，それらの
なす谷底や海に面した低地を更新世以降の河川堆積物や扇状
地三角州堆積物などが埋め立てている．
　以下では編集作業を通して得られた知識を整理し，これら
の地質の概要と成り立ちについて述べる．
　20 万分の 1 地質図幅「金沢」地域の地質構成は複雑で，地域
によって岩相層序も異なるため，地質図を編集するに当たっ
ては，合理的な証拠を挙げてそれらの対比を行う必要があっ
た．しかし，紙面の制限があるため，その詳細には立ち入ら
ない．とりわけ複雑な上部白亜系と新生界の対比については
第 1 表が参考になる．また編集上とくに問題になった点につい
てはこの章の末尾の付記に列挙した．

（鹿野和彦）

3.2　飛騨変成岩類・飛騨花崗岩類

　20 万分の 1 地質図幅「金沢」地域で最も古い岩石が飛騨変成
岩類である．飛騨変成岩類は日本列島が大陸の一部であった
頃の岩石で，石灰質片麻岩，石英長石質片麻岩，苦鉄質片麻
岩などの低圧高温型の変成岩で構成されている．
　飛騨変成岩の原岩年代についてはこれまで様々な見解が述
べ ら れ て き た． 最 近 で は，Suzuki and Adachi（1991） が 本
地域東方の神岡町において採取した砂質岩起源の片麻岩につ
いてチャイム法による年代測定を行い，約 340Ma を示すジル
コン砕屑粒子を見出すとともに，変成時にその粒子の周囲に
成 長 し た ジ ル コ ン が 240Ma の年 代 値 を 示 す こ と を 明 ら か に
した．このことは飛騨変成岩の原岩の少なくとも一部は石炭
紀以降に堆積し，後期二畳紀に変成作用を受けたことを示し
ている．本地域では天生地区の片麻岩類中のモナザイトにつ
いてチャイム法による年代測定が行われており，約 250Ma の
年代値が得られている（Khan et  al . ,  1995）．
　飛騨花崗岩類は，貫入時期の違いから古期の水無花崗岩や
新期の大牧閃緑岩・庄川花崗岩に分けられる．これらは，三
畳紀－前期ジュラ紀にかけて貫入し，近接する飛騨変成岩類
に対し接触変成作用を与えている．

（原山　智）

3.3　手取層群

　手取層群は中期ジュラ紀から前期白亜紀にかけて断続的に
堆積し，飛騨変成岩類や飛騨花崗岩類を不整合で覆う．手取
層群の下部をなす九頭竜亜層群は，泥岩，砂岩などからなり，
中期－後期ジュラ紀のアンモナイトやイノセラムスなどを産
する．中部の石徹白亜層群は泥岩，砂岩，礫岩などからなり，
シジミやカキなどを産する．手取湖岸の桑島化石壁では恐竜
の骨格の化石や植物化石がシジミとともに産出し，それらが
淡水－汽水域に堆積したことを物語っている．赤岩亜層群の
下部・中部は大部分が河川－扇状地に堆積した砂岩泥岩互層
や砂岩で，植物化石を産する．上部は砂岩シルト岩互層を主
体とし，淡水棲の貝化石を産する．勝山市の赤岩亜層群上部
の北谷層から前期白亜紀の恐竜の骨格や足跡の化石が発掘さ
れている．
　手取層群が堆積した頃，太平洋側では海溝付近に陸源堆積
物が堆積した．それらは，その直下の海洋プレート上の玄武
岩や石灰岩，チャートとともに後期ジュラ紀－前期白亜紀に
かけて，大陸側に付加し，付加コンプレックスとよばれる広
大な岩体を形成した．その一部が南隣の 20 万分の 1 地質図幅

「岐阜」地域などにも広く分布している．
（竹内　誠）

3.4　濃飛流紋岩，面谷流紋岩，太美山層群など

　先濃飛安山岩は南隣の 20 万分の 1 地質図幅「岐阜」地域内の
林谷安山岩と同じく手取層群の堆積後に噴出した火山岩と考
えられているが，本地域内では両者の関係は不明である．
　アワラ谷花崗閃緑岩や北俣谷閃緑岩は手取層群と先濃飛安
山 岩 に 貫 入 す る 小 岩 体 で あ り， 約 100Ma の K―Ar 年代 値 を 示



す．
　濃飛流紋岩や面谷流紋岩はこれらを不整合に覆い，本地域
を含む中部地方に広く分布する．後期白亜紀－暁新世に大陸
の縁辺部でカルデラや地溝を形成しながら噴出した大規模火
砕流堆積物の名残であり，珪長質火砕岩を主体とする地層群
である．火砕流堆積物の間には，大道谷層など，カルデラ湖
に堆積した砂岩，泥岩，凝灰岩などが挟まれており，後期白
亜紀の化石植物群がそこから産出する．
　直上の珪長質火山岩からなる太美山層群は，始新世にかけ
ても同様な火成活動が続いたことを示している．しかし，そ
の分布域は局所的で，火成活動の場が北方に収束していった
ことがうかがえる．白川花崗岩類は太美山層群の火山活動と
ほぼ同時期に貫入した岩体で，モリブデンの鉱床（平瀬・馬狩
鉱山）を伴っている．
　後期白亜紀－暁新世の珪長質火成活動はシホテアリンから
韓半島を経て中国沿岸にまで広がっており，日本海が開く前
の一大事件であった．大規模な火成活動をもたらした原因に
ついてはいくつかの説が提出されているが確かなことはわか
っていない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原山　智）

3.5　後期漸新世－中期中新世前期の岩石

　後期始新世から前期漸新世にかけての岩石は 20 万分の 1 地
質図幅「金沢」地域や周辺地域には分布しない．
　砺波平野の南方に分布する後期漸新世の刀利層や楡原層は
扇状地三角州堆積物で，その当時，この付近に湖（あるいは海）
が広がっていて，そこに河川が流入していたことをうかがわ
せる．刀利層の直上にある月長石流紋岩溶結凝灰岩（臼中月長
石流紋岩）は南西方に断続的に分布し丹生山地まで続いてお
り，これが噴出した当時，広い範囲で一旦は水が退いたこと
を示唆している．
　糸生層下部－上部，浄法寺層，我谷層及び岩稲層は安山岩
－デイサイト溶岩火砕岩などからなる火山岩層で下位の様々
な時代の岩石を不整合に覆っている．牧戸苦鉄質複合岩体，
小瀬閃緑岩などはこれらに近接した太美山層群を貫いており，
これらの火山岩と同時期のものであろう．
　この後，医王山層に代表されるような流紋岩を主体とする
火山活動が活発になり，沈降に伴って暖流が入り込むように
なる．その初期に形成された扇状地三角州の周辺や海に開い
た潟湖には暖流が流れ込み現在の西表島に見られるようなマ
ングローブ林が繁茂し，ゲロイナ（大シジミ）やテレスコピウ
ムなどが棲息していた．その当時の堆積物に国見層，河南層，
砂子坂層などがある．
　流紋岩を主体とする火山活動は玄武岩や安山岩の噴出を伴
いながら，各地に溶岩ドームの複合岩体などの火山体を形成
する．火山体や周辺に貫入した岩脈は東北東－西南西方向の
平行岩脈群をなし，当時，これに直交する引張の場にあった
ことをうかがわせる．この火山活動は断続的に続きつつも次
第に衰える．一方，沈降は次第に加速し，急速に半深海の深
さまで沈降したところが多い．しかし，その初期の段階では
流紋岩火砕岩・溶岩が厚く堆積した金沢から城端にかけては
周辺地域よりも浅い状態が続き，金沢市街の南方では浅海に
噴出した玄武岩（黒壁玄武岩）がタフコーンを形成している．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（鹿野和彦・山本博文）

3.6　中期中新世中期－後期中新世の岩石

　中期中新世中期から後期中新世にかけての岩石は場所によ
って異なる．丹生山地から加賀にかけては，下位の地層・岩
体を不整合に覆って国見岳などの浅海ないし陸上に噴出また
は浅所に貫入した安山岩ないしデイサイトの溶岩火砕岩が点
在する．柱状節理で有名な東尋坊の安山岩もその一つである．
しかし，城端から八尾，そしてその北側の地域では引き続き
海成堆積物が堆積している．
　この時期，丹生山地から加賀にかけては次第に隆起し，一
方，城端から八尾，そしてその北側の地域ではさらに沈降し

続けたのであろう．しかし，沈降が続いたところでも，それ
以前の堆積物と接する蔵原砂岩層や天狗山層などその基底部
は粗粒で，後背地が隆起して近くに迫っていたことを示唆し
ている．
　このように隆起と沈降とが隣接して起こるのは，地殻が圧
縮変形するためである．その始まりは，日本海の拡大が停止
した直後と考えられている（鹿野ほか，1991）が，東北日本で
は西南日本ほど顕著ではなかったらしい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（鹿野和彦・山本博文）

3.7　鮮新世以降の岩石と堆積物

　中新世も過ぎる頃には日本列島全体が圧縮されて隆起し，
堆積盆地は沖合いへと後退する（鹿野ほか，1991）．隆起する
山地から供給された土砂はその前縁と海との間に堆積し広大
な扇状地を形成する．海と接する付近では海流や波浪との相
互作用で砂州を形成し，さらに沖合いに運ばれて堆積盆を埋
め立てる．
　現在の砺波平野や金沢平野，福井平野はこのような過程で
形成された沖積平野である．金沢周辺の大桑層や卯辰山層な
どは，沖合いから沖積平野にかけての堆積物で，海水準の上
昇と低下に対応したいくつかの堆積サイクルが認められる．
更新世前期の沿岸堆積物，高位，中位，低位の段丘・扇状地
堆積物なども更新世中期－後期の沖積平野もしくは沿岸を構
成する堆積物である．これらの堆積物は，海水準の低下によ
って離水し，あるいはさらに隆起する過程で削剝から取り残
されたと考えられる．
　 一 方， 山 地 側 に 目 を 転 ず る と， 鮮 新 世 以 降，5Ma，3Ma，
1.3Ma，1.2―0.9Ma，0.6―0.3Ma，0.1Ma， そ し て 数 千 年 前
から現在に至るまでの，それぞれの時期に集中的に両白山地
とその西方に続く山地で，安山岩ないしデイサイトの溶岩火
砕岩が噴出し，いくつかの火山が形成されている．これらの
火山では，大規模火砕流は噴出していないが，新白山火山が
そうであるようにしばしば山体が崩壊し，その崩壊物がなだ
れをうって流下し，山麓に大量の岩屑をもたらしている．金
沢 市 街 の 南 東 方 に あ る 戸 室 山 は 0.6―0.5Ma の 溶 岩 ド ー ム か
らなる火山で，市街地に近接している点で注目されるが，す
でに何らかの原因で山体が崩壊しており，過去の火山と考え
ることができる．

　　　　　　　　　　　　（鹿野和彦・宇都浩三・山本博文）

3.8　活断層と平野の完新世堆積物

　本図幅地域には多数の活断層がある（活断層研究会，1991）．
地質図では，1948 年福井地震（M7.1）で活動した地震断層のほ
か，加藤・杉山（1985）に準拠して，地形や地質のずれなどか
ら活断層である可能性が高いものを活断層として示した．
　砺波平野や金沢平野，福井平野は，それらと山地との間に
ある活断層あるいはその可能性の高い断層に分布を規制され
た沖積平野である．金沢平野及び福井平野を占める完新世の
堆積物の基底面（絈野ほか，1992；三浦ほか，1971）は，扇状
地，あるいは背後の山地前縁から緩やかに傾斜し，海岸付近
で海面下 50―60m に達する．しかし，背後の山地との間に活断
層が分布していると考えられる金沢市や福井市付近では山地
から急に深くなっており，相対的に沈降していることをうか
がわせる．それでも，山地の隆起量が大きいことを反映して
か，大量の砕屑物が供給されて，広大な扇状地が形成され，
その周辺の低地も埋積されている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本博文・鹿野和彦）

付記　地質編集上の問題点

1) 勝山市の北谷層については，一般に赤岩亜層群上部に位置
づけられているが，田村（1990）は，産出する二枚貝化石から，
手取川上流の石徹白亜層群桑島層に対比可能であるとしてい
る．

2) 白山スーパー林道沿いに分布する珪長質火砕岩は濃飛流紋



岩の一部として扱われてきたが，結晶片に乏しくカリ長石を
含まない流紋岩質の岩石が主体を占める点で濃飛流紋岩より
も太美山層群の岩相の一部に類似しており，これを太美山層
群に対比した．

3) 楡原層は刀利層や臼中月長石流紋岩を不整合に覆うとされ
ている（須藤，1979a, b）が，従来の資料では楡原層と刀利層と
の境界は定かではなく，分布もつながるように見えるので，
地質図では両者の境界を描かずに同じ色で示した．

4) 手取川支流の直海谷川沿いや山中町九谷周辺に分布する珪
長質火砕岩は，月長石流紋岩かどうか確認していないが，一
部にみかけの岩相が類似しているものがあり，かつ，放射年
代が近いことから，臼中月長石流紋岩，西谷流紋岩などに一
括 し た ．

5) 日中月長石流紋岩，西谷流紋岩などに一括したもののうち，
手取川支流の直海谷川沿いに分布する珪長質火砕岩とその直
下の太美山層群との境界は，調査資料がないため，不明．地
質図では，周辺の地質から分布を推測し，両者の境界を示し
た．

6) 丹生山地の糸生層最上部の流紋岩火砕岩を山中層，医王山
層に対比したが，これは岩相層序によるもので，さらに検討
が必要である．

7) 金沢地域及びその周辺地域の前期中新世中期－中期中新世
前期堆積物の岩相層序区分と対比については，従来より様々
な見解が提出されているが，柳沢（1999a, b, c）の詳細な珪藻
化石層序に基づいてより合理的な区分と対比を試みた．
　
8) 大聖寺層最上部の細呂木凝灰岩層は安山岩質火砕岩とされ
ているので，隣接地域の加佐の岬層に対比した．また，御母
衣湖東岸のデイサイト火砕岩はそのフィッショントラック年
代値（11Ma：原山・鈴木， 1 984）からこれらと同時期の噴出物
と し た ．

9) 鮮新世以降の火山噴出物は岩相と放射年代に基づいて区分
している．ただし，5Ma の火山岩は分布がはっきりしないの
で地質図では 3Ma の火 山 岩 に 一 括 し た ．

4．鉱床・温泉

4.1　金属鉱物資源

　20 万分の 1 地質図幅「金沢」地域には現在稼行中の金属鉱山
はないが，過去に産出した金属鉱物資源として，中生代末期
から古第三紀にかけて形成されたモリブデン，鉛，亜鉛，金，
新第三紀に形成された銅，亜鉛，金などがある．
　それらのうち，本図幅地域南東部には，中生代ジュラ紀－
白亜紀に貫入した花崗岩と石灰岩との接触作用に伴って形成
された接触交代鉱床と，鉱脈型の金銀鉱床が点在している．
前者の代表的鉱床には本図幅地域東隣 20 万分の 1 地質図幅「高
山」地域の神岡鉱山，南隣 20 万分の 1 地質図幅「岐阜」地域の
中竜鉱山がある．後者の代表的鉱床には本図幅地域東部の天
生鉱山がある（金属鉱業事業団，1975）．また，東部の庄川上
流部の白川郷には始新世に貫入した白川花崗岩の頂部付近に
多数の脈状－鉱染状のモリブデン鉱床が分布している．かつ
ては，平瀬鉱山を中心に，島根県東南部地方と共に我が国の
モリブデン二大産地として盛んに採掘された（石原，1971）．
　銅，亜鉛，金鉱床の多くは，新第三紀の火山岩類中に胚胎
している．特に石川県の南部には尾小屋鉱山を始め多くの鉱
床がまとまって分布している（日本鉱業協会，1968）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（須藤定久）

4.2　非金属鉱物資源

　ろう石，陶石，黒鉛などがある．黒鉛は飛騨山地の変成岩
類中に多数の中小鉱床が分布しており，本地域東部にもその
分布が認められる．ろう石・陶石は石川県辰口町，鳥越村，
小松市の境界部付近に分布し，現在も三つの鉱山が稼行して
いる．鉱床は新第三紀の熱水性鉱床で，構成鉱物としてパイ
ロフィライトを含む鉱床はろう石として，含まないものは陶
石として開発されている．この地域のろう石・陶石は古くか
ら衛生陶器やタイルなどの陶磁器原料として使用されており，
用途からは陶石と呼ぶべきものである．熊本県天草地方，長
崎県対馬と並ぶ陶石産地となっている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（須藤定久）

4.3　燃料鉱物資源

　白亜紀の手取層群中と石川県加賀市付近の新第三紀層中に
石炭の産出が知られ，一時稼行されたことがある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（須藤定久）

4.4　温　泉

　芦原，山中，山代，片山津，白山，中宮，湯涌など多数の
温泉がある．それらの分布を「日本温泉・鉱泉分布図及び一
覧」（金原，1992）に基づいて泉温が 25℃以上の温泉と 25℃未
満の鉱泉とに分けて地質図に示した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鹿野和彦）

                                 5．重 力 異 常

　20 万分の 1 地質図幅「金沢」地域の重力異常図は，駒澤ほか
（1987）による縮尺 100 万の 1 の全国重力図や，西南日本重力編
集グループ（1994）による縮尺 70 万分の 1 のブーゲー異常図に
よりその概略は示されており，それらデータにも基づき編集
した．編集に使用したデータは，地質調査所の福井南部，福
井北部及び石川北部，金属鉱業事業団の昭和 50，51 年度広域
地質構造調査「飛騨」，新エネルギー総合開発機構（1983）の全
国地熱資源総合調査「中部地域」で得られたデータである．
測定重力値は，国土地理院の閲覧資料に基づき日本重力基準
網 1975（JGSN75）（鈴木，1976）に準拠させた絶対重力値に変
換した．ブーゲー異常を決定するには表層の密度を仮定せね
ばならないが，本地域は福井平野，金沢平野，砺波平野など
の低密度の沖積層から，南東部の山岳地域の飛騨片麻岩類な
どの高密度の基盤岩まで，密度バラエティに富むため，平均
的な密度と考えられる 2.3g/cm³ を採用した．地形補正について
は，地形を球面効果による沈み込みを考慮した方法（地質調査
所重力探査グループ，1989）により実施した．使用した地形デ
ータは，陸域は建設省国土地理院が作成した標高に関する国
土数値情報 KS―110 の 250m メッシュデータを用い，海域につ
いては海上保安庁水路部の海図を読み取ったものを用いた

（駒澤・岸本，1995）．
　重力異常は概ね表層の地質の分布と構造を反映している．
福井平野，金沢平野，砺波平野などは低重力異常を示し，一
方，これらの平野に接し中新世の火山岩が広く露出する地域
は高重力異常を示す．本図幅地域南東部の濃飛流紋岩が分布
する地域は意外なことに低重力異常を示す．これについては，
濃飛流紋岩が，その基盤をなす飛騨片麻岩類などに比べて低
密度であるという解釈が考えられる．しかし，濃飛流紋岩の
分布域の中心部に貫入してきている後期白亜紀－古第三紀初
期の花崗岩の分布域が低重力域の中心部になっていることを
併せて考えると，単に濃飛流紋岩の密度が小さいという解釈
だけでは済まされないことが判る．別の解釈としては，1) 基
盤と考えられる飛騨片麻岩自体が破砕や陥没により低密度化
している，2) 基盤岩中数 km の深さに低密度層が存在する，3)
モホ面が深くなっているの 3 つが考えられる．重力異常の波長
などから考察すると，可能性の大きさは基盤の低密度化，基
盤中の低密度層，モホ面の深度増加の順になると思われる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（駒澤正夫・広島俊男）
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　参考文献 Geology of the 1:200,000 Kanazawa Quadrangle
 
   The 1:200,000 Kanazawa quadrangle is located in the 
Hokuriku province, Japan Sea side of southwest Japan. 
Immediate to the east is Itoigawa-Shizuoka Tectonic 
Line, which is supposed to be a present plate boundary 
and separates northeast Japan and southwest Japan. 
   The Hida Metamorphic Rocks are mainly gneissose 
and the oldest rocks in the Kanazawa quadrangle. They 
were regionally metamorphosed two or more times 
before or during the Permian and thermally metamor-
phosed by intrusion of the Triassic to early Jurassic Hida 
Granites. 
   Shallow marine to lacustrine clastic rocks of the Tetori 
Group unconformably overlie the Hida Metamorphic 
Rocks and Hida Granites. This group bears Jurassic 
Inoceramus and ammonoideas in the Kuzuryū Subgroup, 
Cretaceous plants, brackish to freshwater molluscs and 
early Cretaceous dinosaurs fossils in the Itoshiro Sub-
group, and freshwater molluscs in the overlying Akaiwa 
Subgroup. 
   Voluminous fels ic  pyroclast ic  rocks of  the late 
Cretaceous Nōhi Rhyolite and Omodani Rhyolite, and a 
lesser amount of felsic pyroclastic rocks of the Eocene 
Futomiyama Group cover the Tetori Group and under-
lying crystalline rocks. 
   Most extensively distributed in this quadrangle are the 
late Oligocene to early middle Miocene volcanic rocks 
and non-marine to deep marine sediments. They fill the 
rift basins formed parallel to the Japan Sea coast, coinci-
dent with the opening of the Japan Sea. 
   Middle Miocene to Holocene marine to non-marine 
sediments and minor volcanic rocks unconformably 
onlap the syn-rift sediments uplifted, and fill the tectonic 
depressions produced by down-warping along the mas-
sifs being uplifted. Since the middle Miocene time, 
NNW-SSE and NE-SW trending faults have been devel-
oped mainly at the flexures which separate massifs and 
coastal plains. They have a reverse sense with a minor 
right lateral or left lateral slip component, and are inter-
preted to have been produced by the E-W trending 
compressional stress imparted from plate-to-plate colli-
sion. Composite volcanoes mainly composed of andesite 
to dacite lavas are sparsely distributed in a NW-SE or 
NNW-SSE direction on the Ryōhaku Mountains.
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